
令和６年度２月分 

 

教育・文化関係 

件 名 小中学校の空調設備設置について 

内 容 

 小・中学校の体育館への空調設備の設置につきまして、７点ほど質問させていた

だきます。 

Q１．小・中学校の体育館は、子どもたちの運動の場となるだけではなく、災害時

には、避難所となる重要な施設です。 

 白井市では、熱中症対策としてどのような備品を揃え、工事を施工していますで

しょうか。 

Q２．各小・中学校の体育館には冷暖房完備の空調設備がありませんが、今後導入

していく考えはありますか。 

 導入しない場合は、理由を教えていただけますでしょうか。 

Ｑ３．体育館に断熱材の設置を行わず、冷暖房空調設備の設置を行うことも可能な

のではないでしょうか。 

Ｑ４．文部科学省は、令和６年９月１日付、全国の公立小・中学校の施設の「空調

（冷房）設備設置状況」を公表し、「体育館等」でみると、千葉県全体の設置率は２

９．９％で、全国平均の２２．１％を上回りました。 

 近隣市では設置が進む自治体があるなか、白井市は０％となっていますが全国及

び千葉県全体の数値をどのように受け止められていますか。 

Ｑ５．「白井市学校施設の長寿命化計画（令和２年８月）」に計上されている工事と

は別に空調設備の設置を執行できないものでしょうか。 

Ｑ６．市民に「大地震の際、小・中学校へ避難してください」とお願いしておきな

がら、避難所となる小・中学校体育館の受け入れ態勢が整っていないのは、行政と

して、いかがなものなのでしょうか。 

Ｑ７．避難所（総務部）となる体育館（教育委員会）の空調整備にあるような予算

の縦割りの壁を崩しつつ、他市でみられるような、効率的な防災対策に、行政の知

恵と市長のご英断が求められているのではないのでしょうか。 

 

回 答 

 御指摘のとおり、大規模な災害が発生した際には、学校体育館は地域住民の避難所

として非常に重要な施設であり、安全に避難できる防災拠点として整備される必要が

あります。 

 そのため、トイレや水道などの基本的な生活インフラのほか、バリアフリー対策な

ど防災機能を強化し、避難者が一定期間快適に過ごすための環境を整えていくことが

求められているものと捉えているところです。 

 また、近年の猛暑の影響もあり、学校体育館への空調設備の導入が徐々に進んでい

ることは承知しており、大規模災害への備えや教育環境の向上は重要な課題として捉

えておりますが、これらの実施にあたっては、多額の財政負担が生じることが見込ま

れることから、市政の運営にあたり様々な御要望を頂く中で、限りある資源の中、如

何に市民の皆様に有益な事業を展開していくか、多角的な検討が必要なものと考えて

おります。 

 現在市では、令和 8 年度からの 10 年間を計画期間とする第 6 次総合計画の策定



を進めておりますので、市の様々な事業間での財源等の調整を図りつつ、この計画へ

の事業の位置づけや実現方策について検討を進めてまいりますので、御理解いただき

ますようお願いいたします。 

 なお、Ｑ1 からＱ6 までの個別具体な回答につきましては、担当課からの回答とさ

せていただきますので御了承ください。 

（関係課：教育総務課） 

 


